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研究成果の概要：明治 20 年代から昭和 20 年代までに仙台地方で生産された染物である常盤紺

形染に用いられた型紙(常盤紺型)と常盤紺形染以降に生産された浴衣・手拭いの型紙文様のデ

ジタル処理（デジタルデータ化）を行った。破損している文様については電子的修復を加え、

さらに、一部の文様については、自動カッターで型紙を複製する際に必要なデータへの変換を

試みた。それらの成果の詳細については、『仙台型染資料集Ⅰ～Ⅲ』にまとめた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 800,000 0 800,000 

2007 年度 800,000 0 800,000 

2008 年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 2,100,000 150,000 2,250,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：生活科学・生活科学一般 
キーワード：生活文化、工芸染色、型染め、デジタル化処理 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 常盤紺形染について 
 仙台地方の染物には幾つかの特徴ある型
染めがあった。かつて仙台地方の特産品とさ
れ、今は殆ど消失した染物に常盤紺形染（と
きわこんがたぞめ）がある。これは明治 20
年代から大正期を最盛期とし、およそ昭和 20
年代まで生産されていた型染めであるが、日
本の伝統的な絣、縞、絞りなどの「染め織物
文様」を「木綿型染め」によって表現した仙
台地方に固有の木綿型染物であった。この常
盤紺形染によって堅牢度の高い廉価な着尺
地などが庶民に広く用いられるようになっ
た。時代の変化に伴い仙台の染色業は次第に

衰微して、多くの染色工場は転業や廃業に追
い込まれ、常盤紺形染の資料の多くは廃棄な
どにより散失してしまった。現在は常盤紺形
染について知る人は殆どなくなり、その型紙
（著者らは常盤紺型と命名）などの資料も仙
台市博物館や民間の数箇所に所蔵されてい
るに過ぎない。その資料は劣化が進んでおり、
容易には扱うことはできない。これらの文様
をコンピュータに収録して、仙台地方独特の
伝統型染資料として保存することは文化遺
産の観点からも極めて重要な課題である。 
(2) 手拭い・浴衣染色用注染用型紙について 
 常盤紺形染後に、仙台染物は浴衣や手拭い
地の染色へと移行した。これは需要の増大と
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ともに大量に染められる注染技術の発展が
大きな要因になっており、東北から北海道に
かけて広く販売・使用されていた。しかし、
生活の洋式化が進展するにつれて手拭い・浴
衣の需要は大きく後退していった。手拭い・
浴衣についても当時の状況は資料が整理さ
れていないこともあって全く把握されてお
らず、その調査・整理・保存が待たれている。 
(3) 仙台地方の染色資料の活用 
 これらの仙台地方独特の伝統型染めの資
料を保存し、その伝統文化・技術を後世に伝
えることは研究者の責務でもある。また近年、
地方の時代ともいわれ地域文化や地場産業
の振興も求められている。近い将来、常盤紺
形染や手拭い・浴衣を仙台の伝統工芸品・民
芸品として復活するためには、常盤紺形染や
手拭い・浴衣の電子保存から製品製作までの
工程についても検討される必要がある。 
 一方で、古い型紙は相当の劣化が進んでお
り、コンピュータの発展とともに、これらが
電子的に保存される例が徐々に見られるよ
うになってきている。筆者の出身研究室（宮
城教育大学、被服材料佐々木研究室）では、
1995 年頃から型紙や型染めを電子的に保存
する方法を検討しており、型紙への応用とし
ては先駆的である。さらに、それを復刻保存
する方法として自動カッターを用いて、型彫
りが可能な状態に文様を保存し、型紙の再生
方法についての研究は初めての研究と認識
している。 
 
２．研究の目的 
(1) 常盤紺型の調査と電子保存について 
 これまでに、公的機関や民間で所蔵する常
盤紺型について電子的保存と文様の電子的
修復を行ってきたが、完全には終わっていな
い。今後、現存するまたは転業・廃業した染
色工場の調査を進め、可能な限り仙台型染め
固有の常盤紺型資料収集と電子保存を進め、
資料集（書籍および電子書籍）を作成する。 
(2) 注染用型紙の調査と電子保存について 
 浴衣・手拭いの染色に用いられた注染用型
紙は、長期間放置されていた状態にあり、型
紙の破損箇所も多く、今後さらに劣化が進む
と思われる。この資料をデジタルデータ化し
整理・保存すると共に、文様の破損箇所につ
いては、パソコン上で修復して保存する。 
 注染用型紙の調査は、①型紙寸法の計測、
②大まかな文様の分類（中形・小紋調・縞な
ど）、③文様の種類別分類（各分野の文様を
さらに細かく分類し、文様名を特定する）な
どについて行い、これまでに調査している浴
衣端布と手拭い染め見本と併せて整理し、さ
らに仙台地方の手拭い、浴衣の資料を発掘し
て、「仙台型染め」としてのデータベース化
を進める。 
(3) 電子保存した型紙データの活用 

 これらのデータを元に、パソコン制御の自
動カッターを用いて型紙を作成する。自動カ
ッターによる型紙の作成（複製）の基本的な
条件把握は殆ど完了したので、はじめに貴重
な型紙文様の型紙製作を進める。このことに
よって、型紙文様電子保存→型紙製作→染色
→製品の工程を検討して完成させる。 
 
３．研究の方法 
(1) 常盤紺型の調査と電子保存の方法 
 これまでに、公的機関所蔵、民間所蔵あわ
せて 1009 枚の常盤紺型について調査と文様
の電子保存を終了しているが、それらについ
て文様の分類と文様名の特定を行った。調査
が行われていない民間（染色工場など）や公
的機関においても常盤紺型の調査を行った。
調査内容は、①型紙枚数、②保存状態・破損
状態③文様名の特定である。その後、ネット
ワークスキャナを用いて型紙文様をデジタ
ルデータ化し、電子保存と破損文様の電子修
復をフォトレタッチソフトを用いて行った。
また、パソコン制御の自動カッターを用いて
型紙の複製を図るために、一部の型紙画像を
ペジェ曲線によるデータ形式へと変換した。 
 一方、これら型紙の電子資料を活用して
「仙台型染資料集Ⅰ～Ⅲ」として書籍と電子
書籍とを作成した（汎用パブリッシュソフト
使用）。 
(2) 注染用型紙の調査と電子保存の方法 
 名取屋染工場（仙台市青葉区）に多数保管
されている注染用型紙の調査を行った。調査
は、①型紙寸法の計測，②大まかな文様の分
類（中形・小紋調・縞など）、③文様の種類
別分類（各分野の文様をさらに細かく分類し、
文様名を特定する）とし、その後、型紙文様
を電子的に保存した。 
 注染用型紙は常盤紺型とは異なり大型で
あるため、ネットワークスキャナを用いて４
分割スキャンしてデジタルデータ化した。そ
の後、フォトレタッチソフトを用いて画像合
成することで、型紙文様を復元した。また、
一部の文様については、電子保存した画像デ
ータを基に、常盤紺型同様、自動カッターに
よる型紙複製のためのペジェ曲線画像を作
成した。 
 
４．研究成果 
(1) 常盤紺型の調査と電子保存について 
 本申請の期間以前に、公的機関所蔵常盤紺
型として、仙台市博物館所蔵最上染工場由来
常盤紺型 464 枚、仙台市歴史民俗資料館所蔵
常盤紺型 31 枚（うち 15 枚は青山染工場由来、
他は出所不明）、民間所蔵の常盤紺型として
は、名取屋染工場所蔵常盤紺型 514 枚につい
て型紙文様の電子保存と破損箇所の電子修
復を行った。今回新たに調査と電子保存を行
うことができた常盤紺型は、名取屋染工場よ



 

 

り新たに見出された 39 枚、旧荘司染工場（仙
台市若林区）所蔵の型紙 16 枚、東北歴史博
物館所蔵最上染工場由来常盤紺型 34 枚であ
る。これら 1080 枚の常盤紺型について、所
蔵機関・工場別に文様の分類を行った。 
 なお、仙台市内の他の染色工場においても
常盤紺型の聞き取り調査を行ったが、常盤紺
型は使用後破損してしまったため、廃棄した
とのことであった。 
① 常盤紺型の調査について 
 常盤紺型の文様上の最大の特徴は、本来は
先染めの技法で表現する絣文様や、後染めで
はあるが、文様を糸で縫い絞って染める絞り
文様など、比較的手間のかかる染織表現を型
染めを行うことでより簡易に表現したこと
にある。この観点から、型紙の出所（染色工
場）ごとに、残された型紙文様に特徴がある
かどうかについて考察し、さらに型紙ごとに
文様名を特定した。 
 常盤紺形染を発明した最上染工場由来の
常盤紺型（仙台市博物館・東北歴史博物館所
蔵）では、絣文様が 58%と全体の半数以上を
占めた。一方で、絵文様に絣足を加えること
で表現した絵絣文様については 6%、絞りの
技法を型染めで表現した絵絞り文様は 4%、
絵絣・絵絞り混合文様は 2％と圧倒的に絣文
様が多く見られた。一方で、名取屋染工場所
蔵常盤紺型では、絣文様は 29%だったのに対
し、絵絣文様 12%、絵絞り文様 15%、絵絣・
絵絞混合文様 20%と絵絣や絵絞りなどの華
やかな文様が多く見られた。 
 絣文様と絞り文様以外の小紋や中形文様
についてみると、最上染工場由来常盤紺型で
は小紋 24%、中形 6%、名取屋染工場所所蔵
常盤紺型では、小紋 13%、中形 11％であった。 
 また、仙台市歴史民俗資料館所蔵青山染工
場由来常盤紺形 15 枚と、旧荘司染工場で所
蔵している 16 枚の常盤紺型では、すべての
型紙が絣割付文様であった。さらに、小柄な
絣文様が多く、大絣は 1 枚も見られなかった。 
 このように、最上染工場由来の常盤紺型で
は絣文様が殆どを占め、絣割付柄や小紋など、
シンプルで素朴な型紙が多く見られた。青山
染工場由来常盤紺型と旧荘司染工場所蔵常
盤紺型でも同様の傾向が見られた。一方で、
名取屋染工場の常盤紺型は、比較的大柄で加
飾的な文様を持つ型紙が多く残されていた。  
 この文様の分類調査より、かつての仙台名
産常盤紺形染には、染色工場ごとに特性（得
意とする文様の差異）があることが分かった。
しかも一見同じように見える絣文様でも
様々な意匠を凝らし、素朴な紺染めに変化を
付けられ、紺染めでありながも華やかさを加
えようとする試みが多数なされていたこと
が示唆された。 
② 新たに見出された常盤紺型の電子保存 
 これまでに電子保存を行った型紙同様、今

回新たに見出した型紙についてもデジタル
データを作成し、パソコン上で文様をできる
限り修復した。その成果は、『仙台型染資料
集Ⅰ―名取屋染工場所蔵常盤紺形編―』（151
頁、型紙掲載数 520 枚）、『仙台型染資料集Ⅱ
―仙台市博物館所蔵常盤紺型編―』（161 頁、
型紙掲載数417枚、常盤紺形染見本掲載数152
枚）『仙台型染資料集Ⅲ』（111 頁、型紙掲載
枚数 81 枚、旧最上家常盤紺形染関連文書 4
件、常盤紺型染復刻資料 96 枚 他）に掲載し
た。汎用パブリッシュソフトを用いて資料集
の編集を行ったため、容易に PDF データに変
換することができた。今後、この電子書籍の
利用について検討していきたい。 
 以下に、『仙台型染資料集Ⅰ―名取屋染工
場所蔵常盤紺型編―』に収録した常盤紺型文
様の一例を示す。 

Fig.1 格子にキの字十字寄せ絣文様(絣割付) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.2 追っかけ十字絣の山道縞文様(小絣) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.3 菖蒲文様(絵絣) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.4 桜文様(絵絞り) 



 

 

 なお、今回の資料集作成のために、本申請
の研究期間以前に調査と電子保存を行った
民間所蔵の常盤紺型の一部について再調査
を行った。その結果、数年前よりも型紙の劣
化が著しく、前回電子保存を行った際には破
損していなかった型紙に新たな破損が生じ
ていた。また、以前よりも型紙の質が低下し
ている感も否めなかった。今後の型紙保管方
法についても検討を要するが、本研究のよう
な電子的型紙文様の保存方法検討の重要性
について再認識した。 
 
(2) 注染用型紙の調査と電子保存について 
 注染とは、主に浴衣や手拭いの染色を行う
ための染色技法であり、明治末期に開発され、
大正初期に実用化された大量染色法であっ
た。型紙を用いて糊防染による模様染めがで
きるという点が大きな特徴である。模様は、
小紋調のものから大柄なもの（中形と言われ
る）まで多様であるが、約 90cm を一つのパ
ターンとして、その繰り返し文様が染色され
ることが多い。 
 これまでに電子保存を行ってきた常盤紺
型の大きさは約 32cm×約 41cm と、A3 判用
紙ほどの大きさであったため、スキャニング
が容易であったが、注染用型紙は約 120cm×
約 45cm と大型であるため、4 分割でスキャ
ニングを試みた。その後、フォトレタッチソ
フトで 4 枚のスキャン画像を 1 枚の型紙画像
として合成したが、読み取り画像の歪み修正
などのマウス操作によるレタッチ作業に時
間を要した。今後、新たなシステムを用いて
より工程を簡易化する必要性が示唆された。 
 しかし、本申請の研究期間中に、412 枚の
注染用型紙の電子保存を行うことができた。
名取屋染工場所蔵の注染用型紙は、直方体の
木製型入れ箱中で保管されている。現在まで
に第 3 型入れ箱の調査を終えることができた。
第 1～第 2 型入れ箱では、主に浴衣染色用の
型紙が保管されていた。花鳥風月をモチーフ
にしたデザインが多数見られたことから、女
性用の浴衣を染色するのに用いた型紙を保
管していた型入れ箱と考えられる。一方、第
3 型入れ箱では、いわゆる名入れの型紙が多
数を占めた。名入れ型紙は営業目的など宣
伝用に使用・頒布する手拭いや浴衣を染色
するために用いられた型紙であるため、文
字文様が多く、簡素なデザイン構成のもの
が多く見られた。 
 また、名取屋染工場所蔵の注染用型紙は、
主に昭和 30~50 年代までに使用されていたも
のであると推定され、常盤紺型よりも保管期
間は短いが、文様の破損が見られた型紙は約
40%を占めた。常盤紺型同様、早い段階で文
様をデジタルデータ化することの重要性が
示唆された。同染工場には、今回調査を行っ
た以外にも多数の注染用型紙が保管されて

いることが分かった。今後は、それらの型紙
文様の電子保存について取り組む予定であ
る。 
(3) 電子保存した型紙データの活用 
 今回電子保存した常盤紺型と注染用型紙
のデータの一部については、汎用ドローソフ
トを用いてペジェ曲線へとデータ変換を行
った。ソフトの自動変換機能だけでは文様が
歪められてしまったため、マウス操作による
手動のデータ修正も試みた。 
 また、一部の注染用型紙データを、汎用ド
ローソフトで彩色し、特殊加工布にインクジ
ェットプリンタを用いて印刷することで染
見本の作成を行った。実際に注染で作成され
た染見本と比較すると、捺染的要素が強くは
あったが、型紙や紙上で文様を見るよりも、
文様の美しさを実感することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.5 破損していた注染浴衣用型紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右：Fig.6 合成した注染用浴衣型紙画像 
     (捩梅文様) 
左：Fig.7 Fig.6 をペジェ曲線画像に変換 
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